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１．コミュニティバンク（信用金庫）の課題と
ＩＴサービス革新の方向性

「裾野金融」
信用金庫の使命は、「富士山の秀麗な姿には誰しも目を奪われるが、白雪の覆われた気高い頂は大きく裾野を
引いた稜線があってこそそびえる。日本の経済もそれと同じで、大企業を富士の頂だとしたら、それを支える中
小企業の広大な裾野があってこそ成り立つ。その大切な中小企業を支援するのが信用金庫であり、その役割は
大きく、使命は重い。」

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved
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１－１．コミュニティバンクの現状①

出典：信金中金 地域・中小企業研究所」ウェブページデータより
http://www.scbri.jp/toukeimokuji.htm 毎年3月時点をクリップ。
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１－１．コミュニティバンクの現状②

© 2015 Asahi Shinkin Bank & Nihon Unisys , Ltd. All Rights Reserved

出典：「全国267信金の経営指標(2014年3月期）」 より

兆円金庫(メガ金庫)や、都心部に「人」、「資金」が集中する傾向にある。

２０４０年 消滅可能性都市
「896市区町村」

出典：一般社団法人北海道総合研究調査会（HIT）作成

２

消滅可能性都市のうち、２０４０年に人口が１万人未満の市区町村（５２３）
消滅可能性都市のうち、２０４０年に人口が１万人以上の市区町村（３７３）

＊ 福島県は調査対象外



１－２．コミュニティバンクの果たすべき役割と経営に求められる要件

相互扶助の基本理念
地域密着型金融

基軸：ＦａｃｅＴｏＦａｃｅでの営業活動

取引規制

（高齢者取引ルール）
（各種説明責任強化）

（マネーロンダリング対応）

商品サービス

（複合商品への対応）
（地域個別ニーズ対応）

生活スタイル

（少子高齢化）
（インターネット取引増加）

（キャッシュレス化）

中小企業の
経営環境

（後継者不足への対応）
（コンサル的本業支援）
（リスクマネー提供）

コミュニティバンクのビジョン

地域社会
繁栄への
奉仕

中小企業
の健全な
発展

豊かな
国民生活
の実現

＜裾野金融としてのコミュニティバンクに求められる要件＞
ホスピタリティ溢れる木目の細かい顧客フロントサービスの提供
ローコスト・少数精鋭のスピード経営による地域経済への貢献

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved３



１－３．コミュニティバンクの特性を発揮したＩＴサービス革新の方向性

ＢＰＲで余力を創出。フロント系に人材を集中投下。守りのIT投資から、攻めのIT投資へ。

ミ
ド
ル

バ
ッ
ク

フ
ロ
ン
ト

Ａ金庫 Ｂ金庫 Ｃ金庫

各コミュニティバンクの地域特性（独立性）を保持

スケールメリットを狙った
協業化スキーム

商品サービスラインの拡充
及び専門性向上の協業

多様なニーズを持った顧客（法人・個人）多様なニーズを持った顧客（法人・個人）

新規業務への余力
の投入

ICT活用による
余力の創出
（人員・コスト削減等）

地域のベン
チャー企業と
のFinTech

地域情報
活用

（異業種連携）

業務Ｓ/Ｗ
パッケージの
共同利用
共同開発

事務の
効率化・自動
化・集中化・

共同化

ＢＰＲ
業務プロセス

改革
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２．当金庫の現状
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２－１．当金庫概要

1 設立 設立：大正12年8月3日
本店：東京都台東区台東2-8-2

2 資金量 1兆8,210億円

3 店舗数 66店舗（うち有人出張所4）

4 職員数 1,530名

５ 中期経営計画テーマ 「“飛翔”～育みと創造の金融を目指して～」

■東京都・・・５９店舗
１２店外ATM

■埼玉県・・・ ３店舗
■千葉県・・・ ４店舗

●：店舗 ◎：店外ATM

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved５



２－２．当金庫が自営システムを継続する目的 ①

コミュニティバンクの経営スタイルに合った適正規模のシステムを利用すれば自営継続は可能

ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
数
・セ
ン
タ
ー
カ
ッ
ト
数

メガバンク

リージョナル

バンク

コミュニティ

バンク

プログラムステップ数（保守・メンテナンス負荷）

メガバンクの基幹系システム

５,０００万ステップ 投資４,０００億円

（統合で１７万人月）（保守約３００人）

※周辺含めると３億～４億ステップ

（日経コンピュータ記事より抜粋）

地域のリーダー地方銀行の基幹系システム

約８００万ステップ

（合併統合で約１,５００～１,８００人月）（開発保守９０～１３０人）

大手自営コミュニティバンクの基幹系システム

約５００万ステップ

（合併統合で約６００～８００人月）（開発保守４０～５０人）

経営スタイルにあった小回りとスピード重視

ＩＴ投資額

制度対応
もローコスト
で対応

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved日本ユニシス株式会社からの提供資料を参考に作成 ６



２－２．当金庫が自営システムを継続する目的 ②

ＩＴを活用して事務やサービスの革新を行うためには、システム全体のＩＴガバナンスが必要。

①店舗構成

◆店舗構成（母店化、店舗階層化）

◆機能別店舗
◆営業（渉外）戦略店舗（母店化、法人特化）

◆ダイレクトチャネル店舗
（異業種連携含む）

◆店舗統廃合（大量移管等）

②運用形態

◆店別の店舗営業時間の設定
◆店別の店舗祝祭日営業の設定
◆戦略的ＡＴＭ運用（配置）

③商品

◆複合商品、提携商品
（異業種連携含む）

◆優遇商品（金利、ポイント制 etc.）

◆地域特殊対応の口座振替
◆地域通貨、地域企業との業務連携機能

④事務処理拠点

◆多量事務の集中化、集中処理の再分散化
◆集中処理業務の垂直・水平提携

⑤営業体制

⑥営業店事務処理

◆渉外の祝祭日活動
◆融資決済権限の見直し
◆窓口取扱商品の多様化
◆リモートコミュニケーション

◆事務の標準化、簡素化
◆事務レス化

⑦顧客管理

◆顧客誘導
◆他チャネル取扱情報（共有）

◆複合商品、提携商品等販売後の
アクション（期日）管理

競合優位性を発揮するための独自戦略実行項目（例）

システムによる支援
業務
AP

アプリケーション

業務基盤

開発・運用基盤

システム基盤

業務APを自由に
活用するための基本機能システムへの影響

情報システム

商品/サービスを
提供するための機能

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved７



２－２．当金庫が自営システムを継続する目的 ③

出展 日本銀行：金融機関におけるシステム共同化の現状と課題

89%

82%

61%

46%

43%

36%

18%

14%

7%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業務運営の自由度を損なう

システム開発の迅速性・機動性の低下

自行職員のシステムスキル維持の不安

事務プロセスの大幅な変更・見直し

システム経費がそれほど削減されない

システム比較で保有機能が制限される

委託先のグリップ力を確保出来ない

委託先の業務スキルの不安

共同システムの安定性・品質の不安

共同システムの安全性の不安

システム共同化を選択しない理由

ホスピタリティ溢れる木目の細かい顧客フロントサービスの提供と、ローコスト・少数精鋭のスピード

経営を実現のためには、システム構想力のあるＩＴ人材を自金庫内に保有することが得策

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved８



３．当金庫のＩＴ革新に向けた取組み

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved



３－１． 顧客フロントラインの強化と経営効率向上の実現（次世代営業店システム）

■次世代営業店システム構築のねらい

①徹底したシステムによる自動化・効率化（ＢＰＲ）の推進
・ローカルルールの撤廃
・顧客や行職員に対するおもてなしに通ずる（入力チェック）機能搭載
・徹底した自動化

②既成概念から脱却したイノベーションの推進
・一線処理のほぼすべての業務をリアルタイムにバックオフィスセンター（以下ＢＯＣ）で処理
・取引先ベンチャー企業とタイアップしたタブレットソリューションの開発（FinTech）

③リアルタイムな情報の活用推進
・基幹勘定系と連動したニアリアルデータベースを活用したデータの最適利用環境の実現

④経営戦略とＩＴ戦略の融合（経営への貢献）
・戦略的な顧客フロントラインの強化
・金庫全体の人件費削減
・ＧＲＣ(Governance・Risk・Compliance)の強化
・ＢＯＣによる多様な雇用形態の活用
・行職員の意識改革

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved

「事務そのものは収益を生まない」 ⇒ 「全職員一丸となった営業活動の推進を目指す」
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３－１－１．金融機関全体の適材適所化による事務処理体制の抜本的な見直し

事
務
処
理
の
金
融
機
関
全
体
の
適
材
適
所
化

事務処理の自動化・効率化

BOC（バックオフィスセンター）

営
業
店

為替被仕向
集中機能

営業（持帰）
集中機能

役席承認
集中機能

母店
役席承認
集中機能

顧客対応
余力の創出

リアル集中機能
（一線業務のほぼ全業務に対応）

・事務処理の流量制御（プライオリティ管理）
システムの構築
→ 事務処理の見える化対応  多様な雇用形態（OB・OG・時短勤務等）への対応

⇒今後の社会環境の変化の先取り
 専門スキル要員の集約
⇒66店舗のリアル集中機能を平常時は16名で対応
 システム部を含む本部でのピーク時支援体制の確立
⇒金庫本部全体でのサポート

 顧客フロントラインの強化

 経営効率向上

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved

【フェーズⅠ】 リアル集中機能による顧客対応余力の創出
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＜ご参考＞ リアル集中機能概要

＜営業店＞＜営業店＞ ＜集中センタ＞＜集中センタ＞

取引画面

汎用印字
記録票

勘定系送信

取引代行

認証印字内容
確認画面

取引の代行処理を行う。

役席者

認証印字

後処理

依頼した伝票に認証印
字を行い完了する。

集中事務
受付明細画面

認証印字

取引の代行処理が終
了すると、集中セン
タ内の役席者に対し
て取引結果の検証を
依頼する。

取引画面

一般オペレータ

伝票イメージや入力途
中の取引画面を集中セ
ンタに送信し代行処理
を依頼する。

集中事務依頼

スタンドスキャナ使用

伝票と認証印字データを重ね合わ
せ表示したイメージ画像を画面上
で参照し、認証印字の内容を確認
する。
正常であれば、検証終了となり、
営業店に完了通知が送信される。

一般オペレータ

回答

依頼

一般オペレータ

完了通知

検証

集中センタに依頼し
ている間に、セール
ス対応を行う。

セールス対応

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved

リアル集中依頼では、集中センタでの取引代行・検証の実施後に、営業店で後処理を実施。
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３－１－２． 事務処理の自動化・効率化による店頭セールスの強化と経営効率向上

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved

【フェーズⅡ】 店頭セールス強化

事
務
処
理
の
金
融
機
関
全
体
の
適
材
適
所
化

事務処理の自動化・効率化

BOC（バックオフィスセンター）

営
業
店

* GRC
・Governance（ガバナンス ： 企業統治）
・Risk（リスク）
・Compliance（コンプライアンス ： 法令順守）

・Webサービスを活用したCRM等の情報連携
・シングルサインオンシステムの構築

・ニアリアルDWHの構築

イメージ
処理機能

印鑑
照合機能

ワークフロー
機能

諸届支援
機能

顧客情報
表示機能

セールスモード機能
（レコメンド・交渉履歴情報共有）

OAシステム
機能

PBI連動
機能

店頭セールス
強化

 少人数運営体制の実現
⇒６６店舗で実質８０名の行職員
の削減

⇒照会オペレーションは７割削減
 店頭セールスを優先した事務対応

⇒セールス支援の評価軸設定
 システムを活用したGRC*の強化

⇒事務ミスなく安心して業務が
行える職場環境の実現
（職員の士気向上）

⇒人材教育負荷の大幅な軽減
 カイゼン文化の醸成

 顧客フロントラインの強化

 経営効率向上
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３－１－３．モバイルデバイスを活用した店外活動支援に向けて

© 2015 Asahi Shinkin Bank  All Rights Reserved

【フェーズⅢ】 店外セールス強化

事
務
処
理
の
金
融
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関
全
体
の
適
材
適
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化

事務処理の自動化・効率化

BOC（バックオフィスセンター）

営
業
店

為替被仕向
集中機能

営業（持帰）
集中機能

役席承認
集中機能

母店
役席承認
集中機能

顧客対応余力の創出
店頭セールス強化

店外セールス強化
〔タブレットの活用〕

 新営業店システムの基盤を利活用した店外での活動促進
⇒リアルタイムに近い顧客情報活用（営業店端末のセールス情報と同じ顧客情報照会）
⇒CRM連携（交渉履歴登録）
⇒社内イントラ閲覧

 顧客との対話を通したタブレットの操作性、PR性に着目した投信販売支援システムの構築
⇒訪問準備から帰店処理まですべてiPadで完結し、顧客対応時間を大幅に確保
⇒資産状況や基準価格推移をビジュアル化、お客様資産の増減に応じたタイムリーなケア
⇒契約までの時間短縮、訪問件数１．５倍、契約件数１．６倍の導入効果
⇒アジャイル開発とフラットデザイン画面開発への挑戦（要件定義から7ヶ月で実装）

リアル集中機能
（一線業務のほぼ全業務に対応）

 顧客フロントラインの強化

 経営効率向上

 融資ＢＯＣの取組み推進
⇒融資事務のリアル集中化検討
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３－２．異業種コラボレーションによる効果的なマーケティングの実践

共通ポイント事業者とのマーケティング連携による潜在顧客の発掘 （ ）内：当金庫の取組み
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コミュニティバンク

マーケティング連携

潜在顧客の発掘

若年層への
効果的な

プロモーション

販促確度の向上
（販促スキル習得）
（営業店負荷軽減）

共通ポイント
事業者

（ＣＣＣ：カルチュア・
コンビニエンス

クラブ）

ビッグデータ
分析ビジネスの

強化

金融機関との
連携ビジネス

強化

地域企業の販促を目的としたポイントカード連携

特定地域の会員
（都内23区、千葉３市、埼玉５市）

特定店舗利用者
（２０代半ば以上のＥＮＥＯＳ利用者）

（７万人）

ターゲット広告
（マイカーローン）

ご来店
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コミュニティバンク インターネット専業銀行

３－３．業界の枠を超えたオムニチャネル戦略構想

リアル（実店舗）とバーチャル（ネット店舗）の相互補完スキーム。

地域の個人・中小企業購買行動プロセス：ＡＩＤＭＡ
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インターネット

Ａコミュニティバンク
支店（実店舗） インターネット専業銀行

コールセンター

オムニチャネル連携

各チャネル
間情報連携

購買行動
プロセス
補完

認知
(Attention）

検索
(Search)

情報共
有

(Share)

認知
(Attention）

関心
(Interest)

欲求
(Desire）

記憶
(Memory）

行動
(Action）

関心
(Interest)

行動
(Action）

購買行動プロセス：ＡＩＳＡＳ
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３－４． オープンデータを活用したリレーションシップバンキング高度化戦略構想

コミュニティバンク

財務情報
統計DB

融資支援
システム

ＣＲＭ
渉外支援
システム

法人情報
関心キー
ワード

法人情報
関心キー
ワード

担当者
情報

関心キー
ワード

リレバン支援システム

支援ネット
ワーク

人材情報ＤＢ

マッチング
マスターDB

AP/Web

レプリカ
DB

統計情報
補助金情報
各種支援
コンテンツ情報

適合性チェック
（適合性向上スキル知財化）

活動モニタリング
（情報提供効果の測定）

法人顧客
DB

地域の中小企業

データ利用者
（渉外員）検索
（イントラネット）

メール配信
（ビジネスマッチ
ングサイト）

国・県

市区町村

中小企業庁

地域統計・保有情報
市政・イベント情報他

補助金・助成金情報
中小企業支援情報

統計・保有情報他

オ
｜
プ
ン
デ
｜
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
｜
ム

Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
Ｐ
Ｉ

ビジネス
マッチング

サイト

マッチング
サイトログ

地域プロモーション
連携

公
開
情
報
の
変
化
を
キ
ャ
ッ
チ

企業の本業支援に繋がる情報をタイムリーに提供。地域の情報ＢＡＮＫとして資金需要喚起。

企業のＨＰ・ＦＢページ・ブログ他

情報モニタリング・ツール

公開情報の変化をキャッチ

コールセンタ
（ＦＡＸ送信
サービス）
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地域の事業コーディネータ
として活動
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